
　敷津小学校は明治７年５月、大阪府西成郡木津唯専寺の地に創立され、令和
６年に創立１５０周年を迎えます。学校の規模は小さいですが、全校の児童が仲
良く遊ぶアットホームな学校です。教職員も「チーム敷津」として団結し、保護者
の方、敷津地域の皆様のご協力・ご支援のもと、よりよい子どもの未来の実現の
ための教育活動を進めています。

【安全・安心な教育の推進】
〇本市調査における「いじめの可能性に気付いた時点で直
ちに管理職に報告している」とする教員の割合を１００％
にする 

〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていま
すか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８０％以
上にする

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
〇小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」

に対して肯定的に回答する児童割合を７６％以上にする
〇全国体力運動能力運動習慣調査における「１週間の総運動時
間」が６０分未満の児童の割合を２５％以下にする

【学びを支える教育環境の充実】
〇授業日において児童（在籍児童）の８割以上が学習者用端末を
活用した日数が、年間授業日の５０％以上にする。　（ただし事
務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く）

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員
の勤務時間の上限に関する基準２を満たす教職員の割合を９
３％以上にする

　国語科については全国平均の約８３％、算数科については全国平均の約８０％の正答率であった。
　国語科では、知識・技能や「話す・聞く・読む」については比較的正答率が高いものの、「書く(まとめる)」ことに課題を残す結果と
なっている。
　算数科では、規則性を読み取ることや計算に関しては比較的正答率が高い。しかし一方で、複雑な表の読み取りや考えを記述する
内容については、課題が残る。

【国語科】読解力・表現力の向上をめざす。
(1)国語の時間を中心に、全教科において「読み取る」「考えを整理する」「書く」活動を学習に取り入れる。
(2)小集団での音読活動を重視し、内容理解について互い学びが深まる授業を工夫する。
【算数科】基礎的・基本的な力の定着を図る。
(1)児童の「つまずき」を把握し、実態に合わせた学習を展開する。
(2)児童の学ぶ意欲を育てる学習を工夫する。

● 令和5年度調査結果の概要　　● 取組みの成果と課題、アクションプラン

〇男子では、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、全ての種目に
おいて、大阪市男子平均を下回る結果となった。女子では、20ｍシャトルランにおいて、大阪市女子平均を上回った。

　「運動やスポーツをすることは。好きですか」の設問において、肯定的にとらえている児童の割合は、男子が大阪市平均と同等、女子
は下回った。

　運動量では、１週間の総運動時間が６０分未満の児童の割合は、男子は23%、女子は37.4%であった。

　　体育科の学習では、準備運動や柔軟運動にゲーム的な要素を取り入れ、体を動かすことを楽しめるように工夫している。また、休
憩時間には、各学級で「みんな遊び」を運動上でおこない体を動かしている。

　　学校全体としては、学期ごとに「体力向上週間」を設定し、15分休憩を利用して運動に親しむ機会を設けたことで、児童は、積極
的に取り組み、運動を楽しんでいる。

　　今後も、運動の楽しさを体験できるような機会を設け、児童自らが積極的に運動に取り組めるよう工夫したい。

● 令和5年度調査結果の概要　　● 自校の取組みの成果と課題、アクションプラン

※本校は調査対象学年が単学級であるため、大阪市教育委員会の方針
に基づき、平均正答率及び平均値の結果は公表していません。



子ども主役の学校行事
運動会・自然体験学習・修学旅行

なかまと
一緒だから
がんばれる
学びあい

豊かな心をはぐくむ
よみきかせ
国立国際美術館
こども本の森

地域とともにつくる安全安心な学校   登校見守り（毎朝）・安全見守り（月２回）

一人ではできないことも、みんなの力をあわせればできる！
一人ひとりの個性をいかしながら、集団の持つ力で、より大きく成長させていきます。

心をひとつに
たてわり活動
児童集会
全校遠足

全校ドッジボール大会


